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人新世における民主主義的な技術開発についての
現状と課題

水上 拓哉（東京大学大学院学際情報学府／ IHS 修士課程 2年）

　まず研究の背景ですが、人新世とはご存じのとおり人類が地球システムを
変えつつある時代のことをいいます。ただその始まりについては諸説ありま
す。一つのポイントは産業革命だといわれています。科学技術の発展が人間
の地球への影響力を増大させたということです。

　ここで問いなんですが、では人新世において民主主義というのを問わない
といけないならば、技術開発についても民主主義について考えなければいけ
ないのではないかと思います。そこでの本研究の問いは、ではその技術開発
を民主化するためには何が必要なのか、これについて哲学的に考えたいと思
います。

　結論だけお話するんですが、価値観を転換させることが大切だと思ってい
ます。最近の技術論とか技術哲学においては、その人間中心主義的なもので
はなくて、技術の積極的な役割を強調する方向にいっていると。古くからは
ラングトン・ウィナー（Winner）とか、それから最近だとアイディー (Ihde)
とフェルベーク（Verbeek）とかのポスト現象学的な人たちがいるんですけど、
人間中心主義から脱出するということですね。

　それに関連して、そこから出てくる結論ですが、本研究の結論として技術
者とそうじゃない人たちの相互の努力が必要だというふうに結論づけます。
まず技術者以外のアクターについてはその技術の倫理的な影響について後始
末的に対処するのではなくて、その開発現場に入っていく、設計段階で倫理
的な問題について考えていくこと、それから技術者に関してはやっぱりオー
プン化していくということです。構成的技術アセスメント、こういったよう
な仕組みを応用して、すべてのステークホルダーが下す評価をその設計の過
程にフィードバックしていくことが大事だと思います。
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